厳島神社：厳島八景
 
この絵の巻物に描かれた「厳島の8つの風景」は、1700年代初頭に宮島の光明院の僧、恕信により選ばれました。ある場所を代表するいくつかの風景を選ぶ風習はアジア本土から導入されたもので、宋朝中国(960-1279)の詩、図面、絵画の人気の主題である瀟湘八景に由来します。瀟湘は自然の美しさで有名な中国中南部(現在の湖南省)の地域です。8つの風景の概念はおそらく14世紀後期に日本に導入されたもので、多くの旅行者、司祭、文学者が影響を受け、旅に出て全国各地で自分の好きな風景を選びました。この伝統は後に変更・拡大されていき、北斎(1760-1849)の富士山三十六景のような有名な連続作品にそれが見られます。厳島八景の巻物の水墨画には、島の自然美が高度に図案化された描写を見ることができます。

